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自己紹介

川田裕美 / Kawata Yumi yumi.kawata@h-medtech.com

株式会社ヘッジホッグ・メドテック CEO

医師・医学博士・産業医・社会医学系専門医

2012 年 神戸大学医学部卒業

2012-2014年 一般財団法人住友病院 初期研修医

2014-2016年 厚生労働省 医系技官

2017年 株式会社メドレー 医療政策調査主査

2019年 順天堂大学医学部公衆衛生学講座 非常勤助教
厚生労働省事業MEDISOサポーター

（医療系ベンチャー・トータルサポート事業）

2020年 ソフトバンク株式会社
投資事業戦略本部 ライフサイエンス事業統括部

2021年 株式会社ヘッジホッグ・メドテック CEO
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受賞等

会社概要

会社概要

会社名 株式会社ヘッジホッグ・メドテック

資本金等 1000万円

設立 2021年10月

所在地 東京都中央区

事業内容
⚫ 治療用アプリの開発

⚫ 企業向け健康管理サービス

NEDO Entrepreneurs Program（NEP）
タイプA[法人] 採択

NEDO NEP 採択

特別採択としてノンエクイティでの助成
金・提携支援等のサポートを受ける

東大IPC 1stRound 採択
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治療用アプリとは？

⚫ 医療機器として承認を取得したアプリ

⚫ 医療機関で医師が患者に処方

当社

アプリ利用料 診療・アプリ処方医療

⚫ 医療機器として承認取得

⚫ 医師が処方

⚫ 保険診療の場合は３割負担

診療料
(アプリ利用料を含む)

医療機関 ユーザー

当社は頭痛領域で開発中
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VISION ：日常生活と医療をつなぐ

⚫ DX化により生活と医療の隔たりを小さくし、より快適で健康な生活を実現したい

⚫ 医療と生活をつなぐ結節点となる「治療用アプリ」に着目

従来

現在・未来 治療用
アプリ

ウェアラブルデバイス

身近なヘルスケアサービス

健康経営/健保の取り組み

病院

病院

突然病院という

「異世界」

が始まる

生活と医療が断絶

生活と医療が
シームレスに連携

医療生活


